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高専生の英作文における誤答分析とその誤り訂正(2)
嵯峨原昭次
A Study of English Composition Errors and their 
Correction in Colleges of Technology 
Shoji SAGAHARA 
The researcher has been teaching"Eng1ish in Co11eges of Techno1ogy for e1even years. Every time he teaches 
writing in Eng1ish， he is very surprised that most of the students have much difficu1ty in writing Eng1ish 
because of the 1ack of understanding of the sentence structures and sentence patterns. 
So he decided to ana1yze their prob1ems by making them answer two kinds of questions. One is the 50 
reordering exercises， and the other is the 60 subject-finding exercises. 
The purpose of this research is to study how different the mean va1ue of two c1asses are， how different a11 
the students' marks are， how we11 they have understood sentence structures and sentence patterns taught in 
En1gish 1，1， and to ana1yze their errors， and to find out the ways to correct the~ 
This study invo1ves findings of errors on the basis of the experiment with 85 Japanese students. 
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1 はじめに
この報告は本校研究報告第31号に発表した「高専生の
英作文における誤答分析とその誤り訂正(1)Jの続報で
ある。先行報告においては，日本語なしの並換問題を
pretestとして2クラスの学生に対して行い，彼らが作
りだした英文50個の誤答分析を詳細に行い，その問題点
を指摘した。また， 1年間の取組のための方策を考え
だした。今回の研究報告には，その 1年間の取組のま
とめとその効果をpretestとposttestとを比較して報
告したい。
2 PRETEST (主語発見問題)
平成8年2月末， 日本語なしの並換問題をpretestと
して行い，その結果を分析した。この結果は平成 9年
2月末に行う同様の形式のposttestの結果と比較する
予定であるが，学生が文の中で主部を発見する能力が
どれくらいあり，また， 1年間の授業を通して，その
能力がどれくらい変化するか知りたいと思い，主語発
見の能力を調べるpretestを平成8年4月に行った。又，
日本語のついた完全作文の問題のpretestも行う予定で
はあったが，今回は時間の都合上これは中止して，並
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換問題と主語発見の問題の 2つをpretest，posttest 
として行うことに変更した。
2.1 調査目的
学生が文の中の主語をどの程度発見できるか，又，
1年間の構文練習を通して，どの程度その結果が変化
するか調査したい。
2.2 調査方法
(1)被験者
鹿児島高専の学生2年生2クラス(電気工学科，電
子制御工学科)合計84名 (2名欠席)
(2)テストの実施日
平成 8年4月新学期開始の最初の授業を使って，各
クラスで実施
(3)テスト文及びテストの方法
テスト文及び方法は諏訪部真の「中学生の主語把握
について(l)(lI)Jの問題文を参考にした。一つの英文
の中から動詞を抜き出して，それを最後の( )内
に入れてある。その動詞を入れる適当な場所が何箇所
か番号で示しである。その場所を番号で選ぶ方式であ
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る。簡単のものから難しいものまで合計60個問題を作成
した。
2.3 調査の結果と考察
表-1から明らかなように，各クラスの平均点は 2E
が45.51/60(75.85%) ， 2 Sが45.59/60 (75. 98%) 
で，全体では， 45.55 (75.91 %)あった。一番よかった
学生が60/60(100%) ，悪かった学生が26/60(43.3%) 
であった。次に学生が主語をうまく見つけられなかっ
た英文の順にならべたものが表-2である。修飾語が
ついていない骨組みだけの英文ではすぐに主語が見つ
けられるのに，少しづ、つ修飾語がつき始めると主語を
正しい位置に見つけられない学生が増え始め，その修
飾語が長くなるとさらに間違いが増える傾向にある。
修飾語が増えでもあまり大きく間違わない学生がいる
反面，ちょっと修飾語がついただけで大きく間違いを
する学生が多いようである。中学校，又，高専での 1
年間で文の中できちんと主語を発見する習慣つやけがま
だついていないようである。
表-1 pretest (主語発見)クラス正答率平均
クラス名(人数) 総点 クラス平均(/50)正答率%
Aクラス(43名) 1， 957 45. 51点 75.85% 
Bクラス(41名) 1， 869 45. 59点 75.98% 
合計 (84名) 3， 826 45. 5点 75.91% 
3 誤答訂正のための取組
本校研究報告31号の最後にも示しであるが，学生の問
題点を解決する方法として，次の方策を考えた。
1) 修飾語を完全に除いて， SV， SVC， SVO， SVOO， 
SVOCの並換問題練習をさせる。
2) 語順，文型，パターンを教えこむ。
3) 50個の並換問題で;24点以下の学生8名に個別指導
を行う。
4) 50個の並換問題の中で誤った英文についてその問題
を論ずるレポートを書かせる。
5) 50個の英文の問題点を基に再度並換練習をさせ
る。
6) 50個の英文の中で特に正答率の低いものは何回も
練習問題をさせる。
7) 多くの並換問題を作成し，解答を最後まで教えずに
正解が出るまで何回も問題を解かす方式を取らせて自
分の誤った英文が正しい英文に変化する過程を経験さ
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せて，構文というものを理解させる。
8) 基本文例600の中から特に重要と思われる英文を300
個選択して，授業中の文法・構文説明， 5分間テスト，
復習テスト，再テストなどを通して，英文の内容を理
解させて覚えさせる。
9) 英語検定3級2次試験の問題文を作文用に作りかえ
て一つのストーリーになっているものを作文練習させ
て，完全作文に対する嫌悪感を無くさせる。
10)長期休暇(夏休み，冬休み)に自由作文の課題を与
え，それまでに学び習得した構文を活用させて，自由
な作文練習をさせる。
11)構文集を使って和訳の練習をさせ，構文を理解させ，
これを作文に応用させる。
12)主節，従属節のある英文をたくさん経験させて，慣
れさせる。
13)動詞を2つ並べるとか， toの次に過去形をもって
くるというような英文を書くうえで絶対にしてはいけ
ないような誤りの防止に努め，学生に正しい英文を書
こうという意識を持たせる。
以上13点の対策を考えたが，時間が取れずに実行でき
ないものもあった。最終的に実行できたのは， 2) 4) 
5) 7) 8) 9) 11) 13)の8点であった。 9)については違
ったやり方で作文練習をさせた。英語Iの週3時間の
うちの 1時間をこれらの練習にあて，時間が足らない
場合は放課後もあてた。これらについて説明していき
fこい。
3.1 対策2:語1慎，文型，パターン
50個の並換問題の問題点の分析結果を頭に入れて，英
語Iの授業の中で，いろいろな英文が出て来る度に注
意しながら説明した。
3.2 対策4:レポート提出
作文練習を通して，自分の誤答を訂正させるだけで
は不十分と考え，自分の間違いをしっかり理解させて
同じ間違いを繰り返させないためにレポート提出を義
務づけた。その内容は誤答を写させ，正答をその下に
書かせ，その下に自分の答えが間違いである理由を書
かせるものである。平成8年 2月末に行った50個の並換
問題，その後に行った同様の並換問題，平成8年 4月
に行った主語発見問題，夏休み明けに行った作文問題，
以上4点についてレポートを提出させた。
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表-2 pretest (主語発見)の不正解の英文の順位表 (WORST20) 
順位
問題
問 題 文
正解学生数/
番号 全学生数
正答率
1 34. Some fami 1 ies in this town from Eng1and， France and J apan. (is) 26/84 31. 0完
2 41. Many peop1e staying at the hote1 from Fracne. (are) 29/84 34.5% 
2 51. Many books written in Eng1ish in the 1ibrary in our city. (are) 29/84 34. 5% 
4 3. The do11 made by my sister on the desk in my room. (is) 30/84 35. 7% 
5 48. The mountain covered with snow beautifu1 this morning. (is) 35/84 41. 7完
6 50. The be11 ringing from the church heard from many parts of the city. (is) 36/84 42. 9% 
7 23. A girl from America in our c1ass. (is) 37/84 4. 1% 
8 39. The 1anguage spoken in Canada Eng1ish and French. (are) 38/84 45. 2児
9 31. A student from America in our ci ty. (is) 39/84 46.4% 
9 32. The bui 1ding standing on the hi 1 our schoo1. (is) 39/84 46.4児
1 54. The map shown by our teacher our country Japan. (is) 41/84 48. 9% 
12 38. The sun rising above the mountian read and big. (is) 42/84 50. 0% 
13 4. The man se11ing hot dogs about sixty years old. (is) 44/84 52. 4覧
13 5. The sky with so many stars 1ike a fie1d of 1itt1e white f10wers. (is) 44/84 52. 4児
15 20. What book on the desk?(is) 47/84 56. 0児
16 35. The two boys swimming in the river Tom and Mike. (are) 48/84 57.1完
17 53. The car running on the road made in 1970. (was) 50/84 59. 5児
17 60. The cameras sold at that store made in Japan. (are) 50/84 59. 5% 
19 47. The man waiting for a bus reading a newspaper. (is) 52/84 61. 9% 
20 42. The Eng1ish book given to me on my birthday easy and interesting. (is) 53/84 63. 1% 
20 45. The woman seen by us in the 1ibrary Mrs. Green. (is) 53/84 63.1児
20 58. The book about Linco1n sold in that store. (is) 53/84 63. 1% 
20 59. Everyone 1iving in this town fu11 of 10ve. (is) 53/84 63. 1児
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3.3 対策5:並換問題演習
pretestと同じ傾向の問題を50個新しい英文で作り換
えて， 1週間に 1時間づっ練習させた。
3.4 対策7:構文理解のための並換問題演習
この演習は，何回も並べ換えをして，教官はoxをす
るだけで，最後まで正解を教えずに学生自身の力で正
解にたどりつくものである。冬休み明けから毎週 1時
間，合計5時間授業中に行った。この5時間で50個全て
正解にたどりついた者が， 3名 (2E1名， 28 2名)
であった。授業中に行うのはその他の教材の進度など
の関係で5時間が限度だったので，残りは放課後好き
な時間にやってもらうことにした。その結果， 82名中59
名(2E37名， 2822名)が50個全部自分の力だけで合
格した。 72%であった。残りの23名については，放課後
視聴覚教室に集めて，残した英文をすべて正解を教え
てなぜ正解までいかなかったか説明した。これらの学
生の残した英文の数は一番少なかった者が 1個，一番
多かった者が27個であった。 50個全て合格したとき，英
語の得意そうな学生も不得意そうな学生も大喜びであ
った。
3.5 対策 8 : i基本文例600Jの活用
「基本文例600Jの中から300個選択して，これを4つ
に分けて4回復習試験を行った。各復習試験ごとに最
初全範囲の英文の説明を行い，単語・熟語のまとめを
して毎回5分間テストを行った。
3.6 対策9:完全作文練習
最初の予定では英語検定3級 2次試験の問題文を作
文用に作りかえて作文練習をさせる予定であったが，
書庖で適当な作文用の問題集を見付けたので，それを
代わりにやらせることにした。指示に従って作文して
いくと英文ができあがるように作られていて，学生は
完全作文にあまり違和感も感じずにこの作文練習に取
り組んだ。合計 5時間この練習を行い，正解を配布し
て，自分の間違った英文を訂正するレポートを課した。
3.7 対策1 :構文集を使つての和訳の練習
構文集の中から適当なものを週末課題として学生に
与えた。授業中は時間的余裕はなかったので，解答を
配布して自主学習をさせた。全ての週末課題は，定期
考査の範囲に入れて評価した。
3.8 対策13:正しい英文を書かせる習慣づけ
毎回の授業の中で，学生の間違いを見つける度に注
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意を促した。クラスの中でなるだけ正しい英語を書く
雰囲気作りに心がけた。
4 POSTTEST 
平成9年2月末の授業中に 1年間の締めくくりとし
て取組の成果を見るために， 2種類のposttest (主語
発見，並べ換え)を行った。
形式は同じにして，全て英文を取り換えた。 1年間
構文練習を行ったのだから，英文はpretest よりも少々
難しめにした。 2種類のposttestを解かせるのに， 1 
週間(週3時間)の授業を与えた。最終日に最後まで
済まなかった学生については，その日の放課後に呼ん
で残りの問題を全て解かせた。
5 PRETESTとPOSTTESTとの比較
まず，並べ換え問題について， pretest (平成8年2
月末実施)と posttest(平成9年2月末実施)とを比
較したい。本校研究報告31号の著者の研究報告の表-1， 
2と， この報告の表-4， 5を参照して比較してみる
と， Aクラスのクラス平均点が33.3点 (66.6%)→36.6点
(73.2%) ， Bクラスが29.8点 (59.6%)→32.7点 (65.
4%) 0 Aクラスと Bクラスを合わせた平均点で見ると，
31. 6点 (63.2%)→34.7点 (69.4%)となり， 3. 1点 (6.
2%)の上昇となった。度数分布を比較してみると， 19 
点以下はO名になった。 45点以上 (90%以上)3→9名，
40点以上 (80%以上)9→18名， 35点以上 (70%以上)
29→46名， 30点以上 (60%以上)52→63名と上昇した。
次に，主語発見問題について， pretest (平成8年4
月初旬実施)と posttest(平成9年2月末実施)とを
比較したい。表-1と表→3を参照して比較してみる
と， Aクラスのクラス平均点が45.51点 (75.85%)→52.
91点 (88.18%)， Bクラスが45.59点 (75.98%)→50.
23点 (83.71%)0 Aクラスと Bクラスを合わせた平均
点で見ると， 45.55点 (75.91%)→51. 6点 (86%)とな
り， 6.05点(10.09%)の上昇となった。
表-3 posttest (主語発見)クラス正答率平均
クラス名(人数) 総点 クラス平均(/50)正答率%
Aクラス(42名) 2， 222 52. 91点 88.18% 
Bクラス(40名) 2， 009 50. 23点 83.71% 
合計(82名) 4， 231 51. 60点 86.00% 
高専生の英作文における誤答分析とその誤り訂正
表-4 posttest (並換問題)クラス正答率平均
クラス名(人数) 総点 クラス平均(/50)正答率%
Aクラス(42名) 1， 536 36. 6点 73.2% 
Bクラス(39名) 1，274 32. 7点 65.4% 
合計(81名) 2，810 34. 7点 69.4% 
表-5 posttest (並換問題)各クラス度数分布
ク フ ス名
点数(正答率) 合計 累計
Aクラス回クラス
50--45 (100--90) 3 3 3 
44--40 ( --80) 9 6 15 18 
39--35( --70) 16 12 28 46 
34--30 ( --60) 9 8 17 63 
29--25 ( --50) 3 7 10 73 
24--20 ( --40) 2 6 8 81 
19--15( --30) 
14--10( --20) 
9--5( --10) 
4--O( --0) 
A 仁コ 計 42 39 81 81 
6 おわりに
正しい英文を書くことになかなか興味を示してくれ
ない，或いは，意義をあまり感じてくれていないよう
に思われる鹿児島高専の学生に，英語の構文・文型を
教え込むことは大変な労力を必要とする。今回の取組
で自分自身考えつく方策を時間の許すかぎり試して見
た。伸長度は並換問題で， 3.1点 (6.2%)，主語発見問
題で6.05点(10.09%)であった。ある程度は伸びてく
れた。しかし，これだけの方策を取り，いろいろな演
習をした割りにはまだ伸長度が低いのではと考える。
まだ何らかのやり方があったのではと思う。
この 1年間の試みについては再度検討を加え，今後
の高専生への英語指導，特に作文指導に役立てていき
たいと思う。
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